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１．まえがき 

橋梁床版増厚工法の増厚材料には，主として靭性

特性，早期交通開放の必要性から鋼繊維補強超速硬

セメントコンクリートが用いられているが，昨今は

靭性以外に防水や耐塩化カルシウム機能が求められ

るようになってきた．本対策としてポリマーディス

パージョンの使用を検討したが，その種類は多い．

ポリマーの種類として SBR 系，SAE 系，アクリル

系等が有り，普通ポルトランドセメントコンクリー

トへの適用は研究されているが，超速硬セメントに

これらを適用した事例は少ない． 

そこで，本研究では超速硬セメントを用いたモル

タルに各種ポリマーを加え，テーブルフロー，凝結

硬化速度，圧縮強度を測定することによりポリマー

セメントモルタルの強度特性に関する基礎的性状を

明らかにすることを目的とする． 

２．使用材料および配合 

本研究の使用材料は，セメント：超速硬セメント，

ポリマー（液体）：スチレンブタジエン系（SBR系），

スチレン・アクリル系（SAE系）およびアクリル系，

珪砂：三河珪砂4号・5号・6号，遅延剤：専用凝結遅

延剤である． 

モルタルの配合条件としてはポリマーセメント比

（P/C）= 0（ポリマー無混入）, 5, 10, 15, 20%，C:S 

= 1:2.5（C:セメント，S:珪砂）とし，珪砂は4号:5号:6

号= 1:1:1とした混合砂を使用する．また，水セメン

ト比（W/C）についてはテーブルフロー値が130～

150mmになるように調節し，遅延剤の添加量につい

ては始発時間が30～40分になるようにセメントに対

して0.4％とする．表－１に配合条件を満たした各種

ポリマーによるP/CとW/Cの配合を示す． 

３．実験概要 

(1) テーブルフロー試験 

 テーブルフロー試験は JIS R 5201 に準じて行う

が，落下運動は行わずフローコーンを持ち上げ自重

によるフレッシュモルタルの広がりを計測する． 

(2) 凝結試験 

凝結試験はJIS R 5201に準じて行い，始発および

終結時間を測定する． 

(3) モルタルの圧縮強度試験 

モルタルの圧縮強度試験はJIS R 5201に準じて行

う．供試体には40×40×160mmの角柱供試体を使用

し，材齢3h，7d，28d（h：時間，d：日）にて強度

試験を行う． 

４．実験結果および考察 

図－１，２，３は材齢 3h，7d，28d における各種

ポリマーセメントモルタルの圧縮強度とポリマーセ

メント比の関係を示している．ここで，各材齢にお

けるポリマー無混入供試体の圧縮強度を基準強度と

呼ぶことにする． 

図－１より，材齢 3h における基準強度は 8.5 

N/mm2である．SBR 系のポリマーを用いた供試体に

ついては，P/C=5%では 7.5N/mm2と基準強度よりも

低い値を示しているが，P/C=10%では 9.5N/mm2，

P/C=15%および 20%では 10.2N/mm2 まで増加して

いる．SAE 系については P/C=5%，10%，15%では

 表－１ 各種ポリマーによる P/C と W/C の配合 

ポリマーセメントモルタル，超速硬セメント，テーブルフロー，凝結硬化，圧縮強度 

〒471-8525 愛知県豊田市栄生町２-１ TEL 0565-36-5882  FAX 0565-36-5927 

P/C(%) 0 5 10 15 20

W/C(%)

SBR 系 65 58 52 47 41

SAE 系 65 57 49 47 41

アクリル系 65 60 55 48 43
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